
 

ソフトバンクグループの大規模特許出願戦略：生成AI

技術を中心とした3500件超の特許分析 

2025年4月2日と3日の2日間で3500件以上の特許が一挙に公開されたソフトバンクグループの特許戦略

について、その背景、技術的特徴、そして戦略的意義を詳細に分析します。この前例のない規模の特

許出願活動は、同社のAI技術への大規模な投資と将来展望を示唆しています。 

特許出願の概要と規模 

ソフトバンクグループは2025年4月の数日間で異例の規模の特許公開を行いました。具体的には、4月

1日に約300件、4月2日に1808件、4月3日に1794件の特許が公開され、わずか3日間で合計3900件近く

に達しています[1][2]。この急増により、同社は2025年1月からの特許公開件数ランキングで、従来の

上位常連であるトヨタ自動車やキヤノンを抑えて1位に躍り出ました[1]。 

これらの特許出願の顕著な特徴として、ほとんどの発明の名称が単に「システム」と記載されている

ことが挙げられます。これは、特許事務所が大量の明細書作成に追われ、個々の発明に対して詳細な

名称を考える余裕がなかったことを示唆しています[1]。 

出願日の分析：戦略的な集中出願 

全1794件の特許出願日を分析すると、興味深い集中パターンが明らかになります。出願は主に以下の

期間に集中しています： 

1. 2023年9月20日（484件）と21日（826件） 

2. 2024年9月18日（225件）と19日（250件） 

この特定の日付への集中出願は、戦略的な一括出願の可能性を強く示唆しています[2]。この集中出願

の背景として、以下の可能性が考えられます： 

• 社内で一定期間に創出された発明アイデアを戦略的にまとめて出願 

• 特定の社内イベント（アイデアソン、ハッカソンなど）の成果 

• 出願体制の整備による効率的な処理 

• 生成AI分野における研究開発の急速な進展[2] 



技術分野の分析：生成AIを中核とした広範な応用技術 

特許要約の分析から、ソフトバンクグループが注力している主要技術分野が明らかになりました。 

1. 生成AI技術（中心技術） 

最も顕著な特徴は、生成AI（Generative AI）を中核技術として位置づけ、あらゆる分野への応用を

試みている点です[2]。生成対象は、テキスト、画像、音声、動画、3Dモデル、コード、プロンプト、

計画、提案、分析結果など多岐にわたります。これらの技術は単にコンテンツを生成するだけでな

く、既存プロセスの自動化・効率化や新たなユーザー体験の創出を目指しています。 

2. 感情分析技術（感情エンジン） 

多くの出願で、「感情エンジン」を用いたユーザーの感情認識・分析技術が重要な要素として組み込

まれています[2]。これらは、ユーザーの感情状態に合わせて応答のトーン、提案内容、情報の提示方

法などを動的に調整し、より人間的で共感的なインタラクションを提供することを目指しています。 

3. その他の注目技術分野 

分析から、以下の技術分野への注力も確認されました： 

• ユーザーインターフェース・エクスペリエンス関連技術：スマートデバイスを介したインタラ

クションやAR/VR技術[2] 

• コミュニケーション支援技術：翻訳、要約、議事録作成、感情分析フィードバックなど[2] 

• ヘルスケア・ウェルネス関連技術：健康データ分析、個別化された食事・運動プラン提案、認

知症ケアなど[2] 

• モビリティ・自動運転関連技術：ナビゲーションシステム、交通渋滞緩和、ドローン制御など

[2] 

• 業務効率化・ビジネス支援技術：資料作成、スケジュール管理、人材育成、マーケティング支

援など[2] 

• エンターテイメント・コンテンツ生成技術：ゲーム開発支援、音楽生成、動画編集など[2] 

• 社会課題解決型技術：高齢者支援、子育て支援、防災・災害対応など[2] 

生成AIを活用した革新的な特許出願プロセス 



この大規模な特許出願の背景には、ソフトバンクグループによる生成AI技術を活用した革新的な特許

出願プロセスがあります。同社はグループ全体から生成AIを活用したアイデアや発明を募集し、優れ

たアイデアには特許出願を支援する取り組みを行っています[3]。 

Tokkyo.Ai株式会社の平井智之氏の講演によると、ソフトバンクグループは生成AIの可能性を探るた

めにグループ内でコンテストを開催しました[3]。具体的には、生成AIを活用して特許文書の技術的詳

細、背景技術、課題の解決方法、実施例などを生成しています。この革新的なアプローチにより、従

来の方法では見逃されていた革新的なアイデアを発掘することに成功しています[3]。 

特許出願の戦略的意義と今後の展望 

この大規模な特許出願活動には、いくつかの戦略的意義が考えられます： 

1. AI技術への投資姿勢の明確化：ソフトバンクグループは、AI技術を「人類史上最大の革命」と

位置づけており[2]、この大規模出願はその姿勢を明確に示すものです。 

2. 広範な技術領域の権利確保：生成AI技術を核として、多様な応用分野での権利化を進めること

で、将来の事業展開の基盤を確保しています。 

3. 市場でのリーダーシップの確立：トヨタやキヤノンのような従来の特許大国を上回る出願数

は、技術革新における同社のリーダーシップを示しています。 

ただし、これらの出願のほとんどはまだ審査段階にあり、2025年1月以降に成立した特許は3件のみで

す[1]。今後、これらの特許がどの程度成立するかが、同社の知財戦略の実効性を測る重要な指標とな

るでしょう。 

結論 

ソフトバンクグループによる3500件超の特許の一斉公開は、同社が生成AI技術を中核とした広範な技

術開発に積極的に取り組んでいることを明確に示しています。また、特許出願プロセス自体にも生成

AIを活用するという革新的なアプローチは、今後の特許出願の在り方に大きな変革をもたらす可能性

があります。 

この大規模な特許出願活動は、単なる量的な拡大ではなく、AIを中心とした技術革新を加速し、多様

な社会課題の解決に貢献しようとする同社の明確な意思の表れであると言えるでしょう。今後、これ

らの特許がどのように同社の事業展開や社会全体に影響を与えていくのか、注目に値します。 



参考情報 

特許が集中的に出願された日付（2023年9月20・21日、2024年9月18・19日）は、ソフトバンクグルー

プ内での戦略的な意思決定やイベントと関連している可能性が高く、今後の同社の技術開発動向を理

解する上で重要な手がかりとなるかもしれません[2]。 
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